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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第42期
第３四半期
累計期間

第43期
第３四半期
累計期間

第42期

会計期間
自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日

自　平成25年４月１日
至　平成25年12月31日

自　平成24年４月１日
至　平成25年３月31日

売上高 (千円) 7,455,239 7,252,026 9,971,836

経常利益 (千円) 977,248 871,228 1,207,191

四半期(当期)純利益 (千円) 654,061 575,644 807,119

持分法を適用した
場合の投資利益

(千円) ― ― ―

資本金 (千円) 1,281,575 1,281,917 1,281,575

発行済株式総数 (株) 63,158 63,162 63,158

純資産額 (千円) 7,084,032 7,521,000 7,313,128

総資産額 (千円) 7,761,093 8,589,636 8,274,438

１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 10,862.82 9,848.85 13,419.70

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 10,862.68 9,844.79 13,419.48

１株当たり配当額 (円) 4,000 4,000 8,000

自己資本比率 (％) 90.8 87.2 87.9
 

　

回次
第42期
第３四半期
会計期間

第43期
第３四半期
会計期間

会計期間
自　平成24年10月１日
至　平成24年12月31日

自　平成25年10月１日
至　平成25年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 4,004.17 3,359.42
 

(注) 1. 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

2. 売上高には、消費税等は含まれておりません。

3. 持分法を適用した場合の投資利益につきましては、関連会社が存在しないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期累計期間において、当社が営んでいる事業内容に重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

該当事項はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(１)　経営成績の分析

当第３四半期業績の概要は以下の通りであります。

電子部品業界におきましては、自動車搭載用やスマートフォン、タブレット向けについては年末商戦

もあって需要回復が見られましたが、パソコンや薄型テレビにおいては需要回復は見られず、過剰在庫

リスク回避から生産調整が見受けられました。　

当社におきましては、自動車搭載向けのリードフレーム用パラジウムめっき薬品やＬＴＥ搭載のハイ

エンドスマートフォンやタブレット向けの高精細コネクタ用硬質金めっき薬品についての販売は堅調に

推移しました。しかしながら、高性能半導体パッケージ基板向けの無電解金めっき薬品やメモリ搭載用

基板向けの電解金めっき薬品については、パソコンや薄型テレビなどの需要低迷により販売が落ち込み

ました。

その結果、売上高は7,252,026千円 (前年同四半期累計期間比2.7％減)、営業利益は817,465千円 (前

年同四半期累計期間比12.0％減)、経常利益は871,228千円 (前年同四半期累計期間比10.8％減)、四半

期純利益は575,644千円(前年同四半期累計期間比12.0％減) となりました。

なお、保有有価証券のうち時価が著しく下落したものについて投資有価証券評価損5,024千円を特別

損失として計上しております。

売上高の用途品目別内訳は、プリント基板・半導体搭載基板用2,566,765千円、コネクタ・マイクロ

スイッチ用1,407,463千円、リードフレーム用2,369,487千円、その他908,310千円であります。

　
(２)　財政状況の分析

(資産)

流動資産は5,465,490千円となり、前事業年度末に比べて483,194千円の減少となりました。これは主

にたな卸資産が61,201千円増加したものの、現金及び預金が81,766千円減少、受取手形及び売掛金（電

子記録債権を含む）が458,732千円減少したことによるものであります。

固定資産は3,124,146千円となり、前事業年度末に比べて798,391千円の増加となりました。これは主

に投資有価証券792,363千円の増加によるものであります。

この結果、総資産は8,589,636千円となり、前事業年度末に比べて315,197千円の増加となりました。

(負債)

流動負債は437,875千円となり、前事業年度末に比べて147,064千円の減少となりました。これは主に

買掛金が32,247千円増加したものの、未払法人税等が149,688千円減少、設備未払金が16,914千円減少

したことによるものであります。
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固定負債は630,760千円となり、前事業年度末に比べて254,390千円の増加となりました。これは主に

繰延税金負債が236,174千円増加、役員退職慰労引当金が17,930千円増加したことによるものでありま

す。

この結果、負債合計は1,068,635千円となり、前事業年度末に比べて107,325千円の増加となりまし

た。

(純資産)

純資産合計は7,521,000千円となり、前事業年度末に比べて207,871千円の増加となりました。これは

主に自己株式取得により326,631千円減少したものの、利益剰余金が104,532千円増加、その他有価証券

評価差額金が442,578千円増加したことによるものであります。

 

(３)　事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期累計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。

 

(４)　研究開発活動

当第３四半期累計期間の研究開発費の総額は219,603千円であります。

　なお、当第３四半期累計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 246,400

計 246,400
 

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成25年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成26年２月７日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 63,162 63,162
東京証券取引所
（市場第一部）

当社は単元株制度は採用して
おりません

計 63,162 63,162 ― ―
 

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　
　
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成25年10月１日～
平成25年12月31日

 
―
 

63,162 ― 1,281,917 ― 1,025,629

 

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　

EDINET提出書類

日本高純度化学株式会社(E01060)

四半期報告書

 6/20



　

(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載

することができませんので、直前の基準日である平成25年９月30日の株主名簿により記載しておりま

す。

① 【発行済株式】

（平成25年12月31日現在）

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 4,947

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 58,215 58,215
権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式

単元未満株式 ― ― ―

発行済株式総数 63,162 ― ―

総株主の議決権 ― 58,215 ―
 

　

② 【自己株式等】

(平成25年12月31日現在)

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式数に対する
所有株式数の割合

（％）

   （自己保有株式）
日本高純度化学株式会社

東京都練馬区北町三丁目10番18号 4,947 ─ 4,947 7.83

計 ─ 4,947 ─ 4,947 7.83

 

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１　四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内

閣府令第63号)に基づいて作成しております。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間(平成25年10月１日か

ら平成25年12月31日まで)及び第３四半期累計期間(平成25年４月１日から平成25年12月31日まで)に係る

四半期財務諸表について、新日本有限責任監査法人により四半期レビューを受けております。

　

３　四半期連結財務諸表について

当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表は作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

前事業年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期会計期間
(平成25年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,389,119 3,307,353

受取手形及び売掛金
※ 2,199,578 ※ 1,724,543

電子記録債権 － 16,302

商品及び製品 73,856 114,763

原材料及び貯蔵品 193,768 214,062

その他 92,360 88,464

流動資産合計 5,948,684 5,465,490

固定資産

有形固定資産 105,054 117,244

無形固定資産 62,279 51,168

投資その他の資産

投資有価証券 2,121,860 2,914,223

その他 36,560 41,509

投資その他の資産合計 2,158,420 2,955,733

固定資産合計 2,325,754 3,124,146

資産合計 8,274,438 8,589,636

負債の部

流動負債

買掛金 216,629 248,876

未払法人税等 225,864 76,176

賞与引当金 55,500 27,750

その他 86,945 85,072

流動負債合計 584,939 437,875

固定負債

繰延税金負債 117,140 353,314

資産除去債務 38,150 38,436

役員退職慰労引当金 221,080 239,010

固定負債合計 376,370 630,760

負債合計 961,310 1,068,635
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（単位：千円）

前事業年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期会計期間
(平成25年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,281,575 1,281,917

資本剰余金 1,025,287 1,025,629

利益剰余金 5,413,158 5,517,690

自己株式 △851,942 △1,178,573

株主資本合計 6,868,078 6,646,663

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 404,650 847,229

評価・換算差額等合計 404,650 847,229

新株予約権 40,399 27,107

純資産合計 7,313,128 7,521,000

負債純資産合計 8,274,438 8,589,636
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(2)【四半期損益計算書】
【第３四半期累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

売上高 7,455,239 7,252,026

売上原価 5,779,464 5,680,928

売上総利益 1,675,774 1,571,098

販売費及び一般管理費 746,366 753,632

営業利益 929,407 817,465

営業外収益

受取利息 398 371

受取配当金 37,963 46,347

その他 9,724 7,697

営業外収益合計 48,087 54,416

営業外費用

自己株式取得費用 － 653

支払手数料 245 －

営業外費用合計 245 653

経常利益 977,248 871,228

特別利益

新株予約権戻入益 46,236 18,350

特別利益合計 46,236 18,350

特別損失

投資有価証券評価損 12,335 5,024

固定資産除却損 385 －

特別損失合計 12,720 5,024

税引前四半期純利益 1,010,764 884,553

法人税、住民税及び事業税 355,339 291,178

法人税等調整額 1,363 17,731

法人税等合計 356,703 308,909

四半期純利益 654,061 575,644
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

　

(会計方針の変更等)

該当事項はありません。

　

(四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

該当事項はありません。

　

(追加情報)

該当事項はありません。　
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(四半期貸借対照表関係)

※　四半期会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、当第３四半期会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期会計期間末日満期手形が、四半期

会計期間末残高に含まれております。

　

 
前事業年度

(平成25年３月31日)
当第３四半期会計期間
(平成25年12月31日)

受取手形 12,912千円 8,831千円
 

　

(四半期損益計算書関係)

該当事項はありません。

　

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

　
前第３四半期累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日)

減価償却費 27,053千円
 

 

 32,328千円
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(株主資本等関係)

前第３四半期累計期間(自　平成24年４月１日　至　平成24年12月31日)

配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成24年６月22日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 240,844 4,000 平成24年３月31日 平成24年６月25日
 

　

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成24年10月25日
取締役会

普通株式 利益剰余金 240,844 4,000 平成24年９月30日 平成24年11月26日
 

　
　(2) 基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の

末日後となるもの

該当事項はありません。　

　

当第３四半期累計期間(自　平成25年４月１日　至　平成25年12月31日)

配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成25年６月21日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 238,252 4,000 平成25年３月31日 平成25年６月24日
 

　

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成25年10月25日
取締役会

普通株式 利益剰余金 232,860 4,000 平成25年９月30日 平成25年11月25日
 

　
　(2) 基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の

末日後となるもの

該当事項はありません。　
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社は、貴金属めっき用薬品製造事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益及び算定上の基

礎

項目
前第３四半期累計期間
(自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自　平成25年４月１日
至　平成25年12月31日)

(1) １株当たり四半期純利益金額(円) 10,862.82 9,848.85

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額(千円) 654,061 575,644

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 654,061 575,644

普通株式の期中平均株式数(株) 60,211 58,447

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額(円) 10,862.68 9,844.79

（算定上の基礎）   

四半期純利益調整額(千円) ― ―

普通株式増加数(株)
（うち新株予約権）

1
(1)

24
(24)

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益の算定に含まれなかった潜在株式について
前事業年度末から重要な変動がある場合の概要

新株予約権方式によるス
トックオプション
（新株予約権250個）
株主総会の特別決議の日
平成24年６月22日

新株予約権方式によるス
トックオプション
（新株予約権260個）
株主総会の特別決議の日
平成25年６月21日
 
なお、平成23年６月17日株
主総会決議ストックオプ
ション（株式の数243株）
及び平成24年６月22日株主
総会決議ストックオプショ
ン（株式の数249株）は希
薄化効果を有することとな
りました。
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(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

平成25年10月25日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

（イ）中間配当による配当金の総額・・・・・・・・・　　 232,860千円

（ロ）１株あたりの金額・・・・・・・・・・・・・・　      4,000円

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日・・・・・平成25年11月25日

　　（注）平成25年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主及び登録株式質権者に対し、支払

を行います。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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新日本有限責任監査法人

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士　　佐　　藤　　明　　典　　㊞

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士    神    山    宗    武    ㊞

独立監査人の四半期レビュー報告書
平成26年２月７日

日本高純度化学株式会社

取締役会  御中

 

　

 

　

 

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日

本高純度化学株式会社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの第43期事業年度の第３四半期会計期

間(平成25年10月１日から平成25年12月31日まで)及び第３四半期累計期間(平成25年４月１日から平成25年

12月31日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について

四半期レビューを行った。

　

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半

期財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半

期財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含ま

れる。

　
監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表

に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ

ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実

施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお

いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され

た手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、日本高純度化学株式会社の平成25年12月31日現在の

財政状態及び同日をもって終了する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
 

(注) １ 上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２ 四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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